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日本語教育研究の現状と展望

趙南星*7)

< Abstract >

Current Trends and Prospects of Studies on Japanese Education 

The content and methods of Japanese education in Korea are changing depending on the learning environment and the diversity of 

learners. The research is also rapidly shifting from experimental research under controlled conditions to research suitable for realistic 

Japanese teaching and learning. Furthermore, the need for sharing research information is also growing. In this paper, 321 Japanese 

education papers (2017-2018) published in Korean academic journals and research institutes related to Japanese were reviewed in 15 

research areas.

The main results are as follows:

① The ratios of teaching ‧learning [class (training)-related research. Etc.] (34.6%), teaching materials (10.6), discourse and 

sentences (9.0), acquisition (8.3), educational situation (6.4), education history (6.4), vocabulary (5.4), voice (3.2), teachers and 

students(3.2), evaluation (2.9), grammar (2.9), culture (2.6),  The Japanese education standard (2.2), honorific language (1.5), text (1.0) 

are high in order by Japanese education research areas.

② As there are 143 papers in 2017 and 169 in 2018 papers, the latter has more and it is decreasing in the order of teaching materials 

(12 papers), education situation (8), education history (8), conversation sentences (4), The Japanese education standard (3), vocabulary 

(3), evaluation (1), voice (0), acquisition (0), teachers and students (0), text (-1), grammar (-1), honorific language (-2), and culture 

(-2). 

In accordance with the learners' needs for practical language use in the future, it is hoped that more research will be done on the 

low percentage by the field, especially the business honorific in the honorific language, the understanding (mutual understanding) of 

Japanese, the evaluation of speaking and the ability to communicate in evaluation. 

Field：Japanese Education

Keywords : Japanese language education research, Teaching and learning, Textbook, Discourse and

           sentence, Evaluation

1. はじめに

韓国の日本語教育は、学習環境および学習者の多様化に伴ってその教育内容および方法も変化してい

る。研究も統制された条件での実験的研究から、現実の日本語教授・学習に合った研究へと速い速度で

移り変わっている。そして、それらの日本語教育研究情報共有の必要性も大きくなっている。

* ハンバッ大学　教授、日本語教育
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よって、本稿では韓国の日本語関連学会および研究所(＜表１＞)の学術雑誌(Journal)に掲載された論文

を対象にし、日本語教育研究(2017〜2018年)の現状と課題についての考察を試みる。

それらの調査結果が、日本語教育の効率的な研究と教授・学習実践の基礎資料になることを願う。

2. 研究方法

2.1 調査対象の論文  

調査対象の論文は<表1>(「日本語関連学術誌別の論文数」)で提示した13の日本語関連研究学会と6つ

の研究所で2017〜2018年に発行された312編の論文である1)
1)。韓国日語教育学会(21.5%)、大韓日語日文学

会(9.0)、韓国日本語教育学会(8.7)、日本語文学会(8.0)の順で論文の比率が高い。

　それらのことから、大部分の学会と研究所の学術雑誌に日本語教育に関連する論文が掲載されてい

ることがわかる。

<表1> 日本語関連学術誌別の論文数

学

会

学会名(設立年度) [学術誌名]

論文数

(312編)

(編) (%)

1 韓国日本学会(1973.2) [日本学報] 9 2.9

2 韓国日語日文学会(1978.4) [日語日文学研究] 12 3.8

3 韓国日本語教育学会(1984.7) [日本語教育] 27 8.7

4 大韓日語日文学会(1991.2) [日語日文学] 28 9.0

5 日本語文学会(1992.11) [日本語文学] 25 8.0

6 韓国日本語文学会(1995.2) [日本語文学] 22 7.1

7 韓国日本文化学会(1996.2) [日本文化学報] 20 6.4

8 韓国日語教育学会(1999.3) [日本語教育研究] 67 21.5

9 東亜細亜日本学会(1999.5) [日本文化研究] 13 4.2

10 韓国日本語学会(1999.9) [日本語学研究] 21 6.7

11 韓国日本近代学会(1999.12) [日本近代学研究] 13 4.2

12 東北亜細亜文化学会(2000.7) [東北亜文化研究] 11 3.5

13 韓国日本言語文化学会(2001.5) [日本言語文化] 14 4.5

研

究

所

研究所名(設立年度) [学術誌名]

1 中央大学校日本研究所(1979.3) [日本研究] 4 1.3

2 東国大学校日本学研究所(1979.9) [日本学] 2 0.6

3 韓国外国語大学校日本研究所(1990.9) [日本研究] 9 2.9

4 高麗大学校グローバル日本研究院(1999.8) [日本研究] 3 1.0

5 檀国大学校日本研究所(2002.1)[日本学研究] 3 1.0

6 漢陽大学校日本学国際比較研究所(2006.3) [比較日本学] 9 2.9

2.2 調査方法

　調査対象の日本語教育研究論文は、以下の(1)～(4)から求めた。

    (1) 日本語(教育)研究関連学会および研究所(<表1>)

1)1) これらは「韓国研究財団(KCI)」の登載誌論文である。
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    (2) 韓国研究財団(情報システム紹介-情報サービス目録-韓国学術誌引用索引-論文検索)

    (3) 国会図書館(電子図書館-学術記事)

    (4) 学術研究情報サービス(国内学術誌論文)

2.3 分析方法

調査対象の論文は<図1>(「日本語教育研究分野別の論文比率」)で提示した日本語教育研究分野別に分

けて記述する。これら15分野の分類において、2)
2 )一つの論文の内容が複数の分野にわたっているもの

は、重点を置いている内容の一つの分野に分類した。15の分野は1.日本語教育一般、言語要素(2.音声、3.

文字、4.語彙、5.文法)、そして6.談話・文章、7.敬語、8.文化、9.習得(誤用、中間言語など)、10.教授・学

習[授業(実践)関連など]、11.教材(および教科書)、12.教師・学習者、13.評価、14.教育事情、15.(日本語)

教育史である。

<図1> 日本語教育研究分野別の論文比率

3. 調査結果および考察

3.1 日本語教育の論文(2017～2018年)全体について 

<図1>で日本語教育研究論文(2017～2018년、312編)を研究分野別にみると、10.教授・学習(34.6%)、11.

教材(10.6)、6.談話・文章(9.0)、9.習得(8.3)、14.教育事情(6.4)、15.教育史(6.4)、4.語彙(5.4)、2.音声(3.2)、

12.教師・学習者(3.2)、5.文法(2.9)、13.評価(2.9)、8.文化(2.6)、1.日本語教育一般(2.2)、7.敬語(1.3)、3.文字

(1.0)の順で比率が高い。 

2) 趙(2012：284〜286)、小池他[編](1997)、国立国語研究所[編](2000)を参照。
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ここでは、教授・学習、教材、談話・文章の分野が全体の半分以上を占めている。その中で談話・文

章が言語要素である音声、文字、語彙、文法各々の比率よりも高いのは、日本語教育において対話およ

び文章教育の重要性に起因しているものと判断される。

以下、各分野別研究の記述では特徴的な論文内容についてのみ言及し、研究対象とした論文の詳細は

【資料】に分野別に提示する。

3.2 日本語教育研究分野別の2017年、2018年論文数比較

<図2>(「日本語教育研究分野別の2017年、2018年論文数比較」)をみると、全体の論文312編において

2017年の論文は143編、2018年の論文は169編で後者が多く、11.教材(11編)、14.教育事情(8)、15.教育史(

8)、6.談話・文章(4)、1.日本語教育一般(3)、4.語彙(3)、13.評価(1)、2.音声(0)、9.習得(0)、12.教師・学習者

(0)、3.文字(-1)、5.文法(-1)、7.敬語(-2)、8.文化(-2)の順で増減をみせている。

 

<図2> 日本語教育研究分野別の2017年、2018年論文数比較

3.3 日本語教育研究分野別の日本人著者比率

<図3>(「日本語教育研究分野別の日本人著者比率」)をみると、12.教師‧学習者(50.0%)、2.音声(40.0)、

6.談話‧文章(32.1)、9.習得(26.9)、8.文化(25.0)、11.教材(24.2)、10.教授‧学習(24.1)、13.評価(22.2)、14.教育

事情(15.0)、1.日本語教育一般(14.3)、5.文法(11.1)、3.文字、4.語彙、7.敬語、15.教育史(0.0)の順で比率が高

い。そして全体の論文312編において10.教授‧学習(26編)、6.談話‧文章(9)、11.教材(8)、9.習得(7)、12.教師

‧学習者(5)、2.音声(4)の順で編数が多い。

　ここでは、教授‧学習の分野が日本人著者の編数において最も多く、比率が高いことが分かる。
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<図3> 日本語教育研究分野別の日本人著者比率

3.4 日本語教育研究分野別の論文について

3.4.１ 日本語教育一般

日本語教育一般(7編)には、CEFR3)
3)と日本語能力・日本語教育、日本語教育理論と実際用法のミスマッ

チ、日本語教育における実践硏究の可能性、複文化・複言語を射程に入れた日本語教育からのアプロー

チなどの研究がある。

 

3.4.2 音声

音声(10編)には、日本語学習者の発話に現れるイントネーション(intonation)、ピッチパタ一ン(pitch 

pattern)、パラ言語情報(paralinguistic information)の傾向や特徴を考察する研究がある。外来語アクセン

トの65年間の変化、「すみません」の発話と知覚などを調査した論文もある。また、高校生の音声教育

を目的として母音の音響音声学的分析をした論文もある。

3.4.3 文字

文字(3編)には、学習者のJLPT4)
4)水準別漢字学習の実態、そして効果的な教育のために韓・日漢字音の

子音対応について調査した研究がある。

3.4.4 語彙

語彙(17編)には、韓国人学習者のための複合動詞研究が5編(学習者用リスト作成、「名詞＋づける」、

学習語彙選定など)があり、類義語(聴覚形容詞、そして/それから)、接続詞、慣用句、副詞、オノマトペ

3) ヨーロッパ言語共通参照枠(CEFR : Common European Framework of Reference for Languages)は、外国

語学習者の言語能力を評価する国際指標である。

4) JLPT(Japanese Language Proficiency Test :日本語能力試験）は、日本語を母語としない人を対象に日本語

能力を認定する試験である。
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(onomatopoeia)、そして韓国語・日本語対照研究(あける・ひらく/열다‧펴다、재미있다/面白い)論文が8編

ある。それ以外の学習者の判断による漢字語、外来語の難易度を求める親密度(familiarity)調査論文もあ

る。

3.4.5 文法

文法(9編)には韓国人日本語学習者の「に/で」(場所)の使用、そして「お＋動詞の連用形＋の＋NP」、

接続辞「と」、「デスカ/マスカ」の疑問文、授受動詞構文、「自動詞＋てしまう」と「他動詞＋てしま

う」の話用論的使用の違い、文脈指示語(指示語こ/そ)を分析した論文がある。 

3.4.6 談話 文章

談話‧文章(28編)には依頼発話行為、談話における終助詞とノダ形式(そして書きことばにおけるノ

ダ)、言いさし発話、「教室日本語」の特徵と談話構造、反復表現の談話展開機能を分析し賛否を問う意

見文章、真偽疑問文(polar questions)受け答え、断りのメール文、希望・決意を表す表現(～しようと思

う/～たいと思う)、謝罪行動、会話文における「なければならない」、紹介文での伝聞表現、依頼のスト

ラテジー(request strategy)の対照分析、作文に表れる結束性などを分析している。そして日本語母語話

者と韓国人日本語学習者の初対面会話における評価と印象、話題の導入方法、話題選択と言語的配慮、

対話運営方法、自己開示後の受け手の発話などに関する研究がある。

 

3.4.7 敬語

敬語(4編)には、韓国人日本語学習者による言語行動の「丁寧さ」に対する認識と韓国人日本語学習者

への敬語教育に関する提案、そして非規範的敬語形式、日本語教育への適用のための日本の会社員の敬

語表現使用に関する論文がある。

3.4.8 文化

文化(8編)には、日本語学習者にみられる日本・日本語のイメージ、そして韓・日両国での外国人政

策・在住外国人の類型と言語教育に関する研究がある。伝統文化体験と文化活動の実践報告もある。

3.4.9 習得

習得(26編)は習得15編、誤用8編、中間言語3編に大別される。推量表現(そうだ・ようだ・らしい)(よ

うだ・みたいだ)、感情表現、接続助詞(から・ので)、音韻、仮定・条件表現、テ形、語頭有声破裂音、

ザ行音とジャ行音などの習得関連研究がある。ここには継承日本語における条件表現、連体修飾節の習

得研究もある。そして誤用には清・濁音の知覚、表現文の接続、(誘導)副詞、場所の助詞(に・で)、ナ形

容詞、中間言語にはノダ、条件表現、「から・ので」の研究がある。

3.4.10 教授・学習 

教授/学習(107編)にはブレンディッド・ラーニング(Blended Learning)(8編)、反転学習(Flipped 

Learning)(5編)、ピアラーニング(Peer Learning)(2編)、課題解決型学習(Project-Based Learning)(2編)、自

己省察基盤学習(Self Reflection Note)、スキーマ(scheme)・ストーリーテリング(story telling)を導入した

授業関連研究があり、それ以外の授業での、または授業のための多様な方法[ジグソー学習法(JIGSAW 
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learning method)など]を利用した研究(15編)がある。また、多様な方法を利用した、または何らかの教

育のための日本語授業実践関連研究(21編)がある。言語要素[発音、文字(ひらがな、漢字、漢字音)、語

彙(イディオム)、文法(活用語、受身文、「マス形＋ながら」など)]と言語技能(作文など)、そして文化、

生活経験表現、翻訳、(待遇)コミュニケーションなどの指導法に関する研究(26編)、その他教授・学習に

関連した(教育内容、教育方法に対する認識・評価そして可能性の模索、教育方法提示および事例研究)

多様な研究(26編)がある。

3.4.11 教材

教材(33編)は、高校の日本語教科書を対象にした論文13編、それらの教科書以外の教材内容関連研究8

編、教材(上級会話、新聞社説など)開発関連研究5編、メディア(media)関連研究6編、その他1編に分類さ

れる。高校の日本語教科書を対象に文化紹介欄の課題、政治的内容、発話活動、ジェンダーフリー

(gender-free)の条件と可能性、単元評価、「れる・られる」、終助詞(ね/よ)、形容詞活用表の変遷過程、

意思疎通機能、受納態文の構造、述語文、ストレートな表現などを分析している。高校の日本語教科書

以外の教材では、日本語教科書にみられる韓国イメ一ジ、初級日本語教材の普通体表現文型提示、高校

日本語教材の文法用語、ビジネス日本語教材にみられる敬語の誤用、ビジネス日本語教材(BJT日本語能

力テスト)の一考察、｢意思疎通基本表現｣にない表現などがある。そして韓国語字幕とマルチメディア・

コーパス(multimedia corpus)、(音声認識)アプリケーション(application)、クラウドコンピューティング

(cloud computing)、SNS(Social Network Service：ソーシャル・ネットワーキング・サービス)などを活

用した研究がある。

3.4.12 教師 学習者

教師・学習者(10編)には、予備日本語教師関連研究と教育課程理論に基づく日本語教師の役割、そし

て学習者の学習プロセス(learning process)、学習戦略(learning strategy)、対日イメージと日本語学習動

機づけ、日本語寮における韓国人学生の学習意識、教養日本語における学習者の不安要素、遠隔日本語

交流会参加者の気づきと学びなどの研究がある。

3.4.13 評価

評価(9編)には、大学修学能力試験「日本語Ⅰ」の文字と発音、文法項目および難易度分析、教育課程

との連係などの研究がある。そしてBJTビジネス日本語能力テストとSPOT(Simple Performance-Oriented 

Test：日本語能力簡易試験)に関連する研究がある。また、日本語版リーディングスパンテスト(Reading 

Span Test：RST)の妥当性検証、自己評価活動における学習者の意識と評価シ一トの分析の研究もある。

3.4.14 教育事情

教育事情(20編)には日本語教育研究の現状と展望、中・高校日本語教育の研究、高校日本語教育の方

向、ニューシルバー(new  silver)の日本語教育、韓国の日本語教育における「実践研究」、韓国における

日本語教育の現況と展望、中学生日本語キャンプから見る中等教育における日本語科目の現状と展望な

ど、韓国の中・高校、大学などの全般的な日本語関連教育(または研究)の現況を知ることができる多様

な研究がある。

そして、ホテル観光日本語専攻卒業生の職務遂行能力および教育課程研究、日本語学部日本語Webプ
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李東哲·朴美琴(2017)「日本語教育理論と実際用法のミスマッチについて」『日本語學硏究』54 韓國日本語

ログラミング(Web programming)融合教科運営を通した日本語専攻の強化事例、日本語基盤地域連携プ

ログラムの活性化法案、日本語関連学科のカリキュラム(curriculum)分析と発展課題、日本語学部での日

本語とIT融合プロジェクトメンタリング運営事例と効果などの研究もある。また、4年制大学における教

養日本語科目、「教養日本語」の履修理由、大学教養日本語学習に関する研究もある。  

3.4.15 教育史

教育史(20編)には韓国開化期の日本語学習書や教科書(『日語捷径』『日話獨習』『普通学校国語読

本』『尋常小学読本』『独習新案日韓対話』)の研究、明治前期の作文教育と文体、明治期読本教科書の

外来語表記などの研究、日帝強制占領期の『国語読本』補充教本の活用、日本語学習書『日鮮語学教

範』考察(被動と使動)、中等教育学制と日本語教育の研究がある。そして『捷解新語』断定表現と言語研

究資料としての価値、『倭語類解』の日本語音注表記と語彙、『皇國文典初學』の「文法」研究がある。

4. おわりに

本稿では、日本語関連学会および研究所の2017〜2018年学術論文(312編)を中心に日本語教育研究の現

状について考察した。

その主な結果は、日本語教育研究分野別では教授・学習(34.6%)、教材(10.6)、談話・文章(9.0)、習得

(8.3)の順でその比率が高かった。そして2017年の論文は143編、2018年の論文は169編で後者が多く、教

材(11編)、教育事情(8)、教育史(8)の順で増加している。 

今後は実用的な言語使用を必要とする学習者の要求に伴い、分野別比率が低いものの中から、特に敬

語はビジネス敬語、文化は日本(語)に対する理解(相互理解)、評価は発話および対話能力評価の研究がよ

り多くなされればと思う。
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< 요지 >

일본어교육 연구의 현황과 전망

한국의 일본어교육은 학습 환경 및 학습자의 다양화에 따라서, 그 교육 내용 및 방법도 변화하고 있다. 그 연구도 통제된 조건에서의 실험적 

연구에서 현실의 일본어 교수‧학습에 맞는 연구로 빠르게 옮겨가고 있다. 나아가 이에 따른 연구 정보 공유의 필요성도 커지고 있다. 이에 본고

에서는 한국의 일본어 관련 학회 및 연구소의 학술지에 게재된 일본어교육 논문(2017〜2018년) 321편을 연구 분야별(15개)로 살펴보았다. 그 

주된 결과는 다음과 같다.

① 일본어교육연구 분야별로 教授‧学習[수업(실천) 관련 연구 등](34.6%), 教材(10.6), 談話‧文章(9.0), 習得(8.3), 教育事情(6.4), 教育史

(6.4), 語彙(5.4), 音声(3.2), 教師‧学習者(3.2), 評価(2.9), 文法(2.9), 文化(2.6), 日本語教育一般(2.2),  敬語(1.3), 文字(1.0) 순서로 비율이 높

다.

② 2017년 논문은 143편, 2018년 논문은 169편으로 후자가 많으며, 敎材(11편), 敎育事情(8),　敎育史(8), 談話‧文章(4), 日本語敎育一般

(3), 語彙(3), 評價(1), 音聲(0), 習得(0), 敎師‧學習者(0), 文字(-1), 文法(-1), 敬語(-2), 文化(-2) 순서로 증감을 나타내고 있다.

앞으로는 실용적인 언어 사용을 필요로 하는 학습자의 요구에 따라서, 분야별 비율이 낮은 것 중에서, 특히 敬語는 비즈니스 경어, 文化는 일

본(어)에 대한 이해(상호 이해),  評価는 말하기 및 대화 능력 평가의 연구가 좀더 이루어졌으면 한다.
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